
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp�
■人口と世帯（12月1日現在）●人口209,300人（男104,814人・女104,486人）●世帯数 76,781戸�

◆主な内容◆�

広報� No. 200648

12月３日、「もちつき大会」が児童センターで開催され、たくさんの子どもたちが大
きな臼の周りに集まりました。冬晴れの中、子どもたちは「よいしょー、よいしょ」
と元気に声を掛けて、仲良くもちつきを楽しみました。�

本市の財政状況 ･･･････････････････････p.2～4�
人事行政の運営状況 ･･･････････････････p.6～8�
年末年始の市役所業務 ･･･････････････････p.10

住宅用火災警報器を設置しましょう ･････････p.5�
土地・建物・償却資産の申告を忘れずに ･･･････p.9�
年末年始のごみ収集と持ち込み ･･･････････p.11
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会　計　名�

水 道 事 業 �
 �

農業共済事業�

病 院 事 業  �
�

�

訪問看護事業 �

介護老人保健
施 設 事 業 �

37.2％�

45.8％�

30.6％�

40.1％�

22.2％�

42.7％�

46.0％�

予算対比�

15億4109万円�

8億2642万円�

1億 92万円�

51億7952万円�

3億3681万円�

1億 366万円�

3038万円�

支出済額�

41億4559万円�

18億 378万円�

3億2937万円�

129億2355万円�

15億1434万円�

2億4300万円�

6600万円�

予　算　額�

51.1％�

0.3％�

43.3％�

46.3％�

ー�

42.4％�

43.5％�

予算対比�

19億8010万円�

223万円�

1億4253万円�

54億 291万円�

ー�

1億 301万円�

2871万円�

収入済額�

38億7457万円�

7億 228万円�

3億2937万円�

116億7162万円�

3億円�

2億4300万円�

6600万円�

予　算　額�

収　　　入� 支　　　出�

会　計　名�

小型自動車競走事業費�

国 民 健 康 保 険   �

老 人 保 健   �

介 護 保 険   �

下 水 道 事 業 費   �

学校給食センター事業費  �

農業集落排水事業費   �

介護サービス事業費   �

合　　　計  

107億7638万円�

63億5773万円�

60億5407万円�

47億4804万円�

21億7800万円�

8億8969万円�

3億5776万円�

1億5213万円�

315億1380万円�

113億7222万円�

72億 86万円�

59億 799万円�

37億4332万円�

16億 629万円�

7億5836万円�

2億4161万円�

9497万円�

309億2562万円�

48.4％�

32.8％�

44.0％�

50.1％�

41.1％�

48.4％�

54.3％�

55.7％�

43.2％�

51.1％�

37.1％�

42.9％�

39.5％�

30.3％�

41.3％�

36.6％�

34.8％�

42.4％�

収入済額�

歳　　　入� 歳　　　出�

222億5850万円�

194億 1万円�

137億7057万円�

94億7592万円�

52億9404万円�

18億3672万円�

6億5934万円�

2億7296万円�

729億6806万円�

予　算　額�
支出済額�予算対比� 予算対比�

（平成17年度からの繰越分を含む）�

一 般 会 計 �

歳入�
収入済額　272億3228万円�
（予算額　648億4943万円）�

歳出�
支出済額　250億5768万円�
（予算額　648億4943万円）�

予算額�

収入・支出済額�

（億円）�

（平成17年度からの繰越分を含む）�

市 税 �

国庫支出金�

地方交付税�

市 債 �

繰 入 金 �

県支出金�

諸 収 入 �

地方消費税�
交 付 金 �

繰 越 金 �

分担金および
負 担 金 �

使用料および
手 数 料 �

そ の 他 �

140160180200 120 100 80 60 40 20 0

131.3 41.9

182.4 83.4

71.9 25.2

71.5 27.6

69.2 26.5 

48.4 14.4

26.2 10.9

24.0

10.3

13.8

4.7

3.6

1.5

6.3

2.3

1.8

0

そ の 他 �

労 働 費 �

議 会 費 �

農林水産業費�

消 防 費 �

商 工 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

公 債 費 �

総 務 費 �

土 木 費 �

民 生 費 �

0 50 100 150 200 250 300

264.9 149.7 

64.2 11.4 

58.0 38.9 

46.4 0.4 

44.1 0

36.8 5.9 

31.0 1.8 

18.7 

11.3

19.1

16.4

10.6

38.9 

（億円）�

18.5

6.9 

5.4

21.5 
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平成18年度上半期　財政状況�
　「伊勢崎市財政状況等の公表に関する条例」に基づき、平成18年度上半期（4月1日～9
月30日）の予算執行状況をお知らせします。�

特 別 会 計 �

事 業 会 計 �

収益的収入�
および支出�

資本的収入�
および支出�

資本的収入�
および支出�

収益的収入�
および支出�

収益的収入�
および支出�

収益的収入�
および支出�

収益的収入�
および支出�

勘定区分�
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会　　計　　名�

小 型 自 動 車 競 走 事 業 費 �

国 民 健 康 保 険   �

老 人 保 健   �

介 護 保 険   �

下 水 道 事 業 費   �

学校給食センター事業費   �

農 業 集 落 排 水 事 業 費   �

介 護 サ ー ビ ス 事 業 費   �

227億9616万円�

172億2963万円�

145億8547万円�

88億2785万円�

43億4419万円�

16億8223万円�

5億9365万円�

9959万円�

歳出決算額�

214億 48万円�

175億8784万円�

145億6100万円�

89億9067万円�

44億8330万円�

17億4157万円�

6億2864万円�

1億1210万円�

歳入決算額�

（平成18年9月30日現在）   

※人口　209,141人　　世帯数　76,679世帯�

【市民の負担の状況】�

土  地�

建  物�

基  金�

4,646,713㎡

667,700㎡�

162億8463万円�

11億1544万円�

8276万円�

5億1784万円�

（平成18年9月30日現在）�【市有財産の現在高】�
121�
入湯税�
0.1％未満�

30,146�
軽自動車税�
2.0％�

61,205�
市たばこ税�
4.1％�

770,724�
固定資産税�
51.5％�

548,444�
市民税�
36.6％�

86,637�
都市計画税�
5.8％�

【市税の収入状況】�

特 別 会 計 �

一 般 会 計 �

債  権 �

有 価証券  �

出資による �
権  利 �

市民1人が負担した税金�

市民1人に使われた市のお金�

1世帯あたりが負担した税金�

1世帯あたりに使われた市のお金�

71,592円�

119,812円�

195,266円�

326,787円�

上段：金額上段：金額（万円）（万円）�
下段：割合下段：割合（％）（％）�

収入済額と、全�
体に占める割合�
収入済額と、全�
体に占める割合�
上段：金額（万円）�
下段：割合（％）�

市税　43.1％�
280億672万円�

�

地方交付税�
10.6％�

68億8726万円�
�

国庫支出金　9.8％�
63億6975万円�
�

市債　7.1％�
46億3950万円�
�

諸収入　4.7％�
30億6111万円�
�

県支出金　4.5％�
29億1440万円�
�

繰入金　3.4％�
22億3578万円�
�

地方消費税交付金　2.8％�
18億4261万円�
�

分担金・負担金　2.7％�
17億2109万円�
�

地方贈与税　2.6％�
16億6360万円�
�

使用料・手数料　2.3％�
14億5979万円�

�

その他　6.4％�
41億3400万円�

�

民生費　27.7％�
169億6222万円�

�

土木費　18.5％�
113億2420万円�

�総務費　12.3％�
75億6038万円�

�

公債費　11.6％�
71億2223万円�

�

教育費　10.7％�
65億3494万円�

�

衛生費　7.1％�
43億4492万円�

�

商工費　4.3％�
26億2043万円�

�

消防費　3.7％�
22億8448万円�

�
農林水産業費　2.2％�
13億4451万円�

�
その他　1.9％�
11億7846万円�

�

平成17年度　決算報告�
　平成17年度の各会計決算が、監査委員の審査を経て、9月の市議会定例会で認定されました。一般会計および特
別会計の決算は次のとおりです。�

　17億5,000万円を基金として積み立て、19億
884万円を平成18年度一般会計へ繰り越しました。�

歳入・歳出決算額の差額は36億5884万円�

市民
1人当たり

に使われたお金

（人口209,268人　平成18年3月31日現在）�

歳出�歳出�
決算額　決算額　612612億76777677万円万円�決算額　612億7677万円�

歳入�
決算額　決算額　649649億35613561万円万円�

歳入�
決算額　649億3561万円�

本市の財政状況
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本市の財政状況

資産・負債の状況（連結バランスシート）�
　本市では、民間企業で使われている企業会計分析の手法を取り入れています。バランスシートとは、貸借対照表とも呼ば
れており、基準日（平成18年3月31日現在）における、財産の状況（資産・負債）を明らかにするものです。�
　今回お知らせするバランスシートは、合併前の旧4市町村で作成されていたバランスシート（普通会計）を基に作成しまし
た。また、特別会計や公営企業会計、関係団体の会計の決算状況をまとめた連結バランスシートとなっています。�

　資産から将来にわたってさまざまな行政サ
ービスが生まれます。資産の中心は有形固定
資産で、道路や学校などの現在の資産価値（減
価償却後）を表しています。なお、開発などを
目的とした基金積立なども含まれます。�

資産は市民の財産です�

　正味資産が資産合計に占める割合を正味資
産比率と呼び、企業の自己資本比率に相当しま
す。平成17年度末の正味資産比率は62.5％
となっています。この割合が高いほど財政が健
全であるといえます。　　�

正味資産は資産形成の財源です�

　固定負債の地方債は、有形固定資産の形成
に寄与した借金で、約1,303億円と巨額にな
っています。また、退職給与引当金は、平成17
年度末にすべての市職員が退職した場合を想
定した金額で、固定負債に計上されます。�

負債は将来にわたる債務です�

土地・建物・道路�

�

�

�

 3322.6億円�

借入金（地方債など）�
1145.5億円�

資産 約180万円�
（うち有形固定資産約159万円）�

負債 約67万円�

正味資産 約112万円�

人口209,268人�
平成18年3月31日現在�

市民１人当たり�

3763.1億円�

資産（借方）� 負債＋正味資産（貸方）�

3763.1億円�

退職給与引当金�
157.8億円�

その他負債�
106.7億円�

正味資産�
2353.1億円�

投資や基金 128.6億円�

現金・預金 193.6億円�

未収金など 118.3億円�

資　産　の　部� 負　債　の　部� 連　結　対　象　団　体・会　計�

会計方式� 団体名・会計名�

正　味　資　産　の　部�

1.　有形固定資産�

　　①普通会計�

　　　盧 総務関係�

　　　盪 民生関係�

　　　蘯 衛生関係�

　　　盻 労働関係�

　　　眈 農林水産関係�

　　　眇 商工関係�

　　　眄 土木関係�

　　　眩 消防関係�

　　　眤 教育関係�

　　　眞 その他�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

　　④関係団体会計�

2.　投資など�

　　①普通会計�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

3.　流動資産�

　　①普通会計�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

　　④関係団体会計�

資　産　合　計�

1.　固定負債�

　　①普通会計�

　　　（うち地方債）�

　　②特別会計�

　　　（うち地方債）�

　　③公営企業会計�

　　　（うち地方債）�

　　④関係団体会計�

　　　（うち長期借入金）�

2.　流動負債�

　　①普通会計�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

　　④関係団体会計�
負　債　合　計�

1.　国県支出金�

　　①普通会計�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

2.　一般財源など�

　　①普通会計�

　　②特別会計�

　　③公営企業会計�

　　④関係団体会計�

正 味 資 産 合 計 �

負 債 正 味 資 産 合 計 �

332,258�

246,797�

6,866�

8,572�

22,438�

2,891�

8,680�

670�

117,418�

2,097�

67,454�

9,711�

38,639�

46,818�

4�

12,856�

12,092�

253�

511�

31,193�

14,605�

4,284�

10,557�

1,747�

376,307

地方自治体会計�

（普通会計）�

�

�

地方自治体会計�

（特別会計）�

�

�

�

�

�

公営企業会計�

�

�

�

公益法人会計�

一般会計�

学校給食センター事業会計�

小型自動車競走事業会計�

国民健康保険会計�

老人保健会計�

介護保険会計�

介護サービス事業会計�

下水道事業会計�

農業集落排水事業会計�

水道事業会計�

病院事業会計�

介護老人保健施設事業会計�

訪問看護事業会計�

農業共済事業会計�

市土地開発公社�

（財）市公共施設管理公社�

130,348�

72,654�

58,546�

24,102�

23,281�

31,981�

31,244�

1,611�

1,479�

10,651�

5,779�

1,429�

3,378�

65�

140,999�

�

52,649�

39,467�

12,568�

614�

182,659�

155,595�

5,077�

21,913�

74�

235,308�

376,307

（単位：百万円）�（単位：百万円）�

市�

関係�

団体�

※市と連結対象団体間の出資金または公営企業の未
払金・未収金などは重複計上しないよう調整してい
ます�

連結バランスシートでは、普通会計だけのとき
と比較して、資産は1.38倍、負債は1.80倍と
なります。特に連結対象会計の地方債・長期借入金
の合計は約560億円に上り、普通会計に匹敵す
る規模となっています。今後、連結対象会計を
受け持つ団体や事業には、ますます健全な財政
運営が求められます。�
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宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、「
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
」
が
張
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
に
は
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

消
防
用
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。

価
格
は
、
性
能
や
デ
ザ
イ
ン
、

電
池
の
寿
命
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
取
り
付
け
式
タ
イ
プ
で
、

お
お
む
ね
５
千
円
か
ら
１
万
円
で

す
。消

防
署
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭

を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
販
売
し
た
り

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

突
然
や
っ
て
来
て
、「
消
防
署

の
方
か
ら
来
た
」「
こ
の
火
災
警

報
器
で
な
い
と
だ
め
だ
」
な
ど
と
、

強
引
に
購
入
を
勧
め
る
業
者
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
訪
問
販
売
に
よ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す

5

・

▲ NSマーク

もう付けましたか？�

消
防
法
お
よ
び
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
共
同
住
宅
な
ど
を
含

む
す
べ
て
の
住
宅
に
対
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
新
築
の
住
宅
は
必
ず
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
既
存
の
住
宅
も
平
成
20
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
（
蕁

（25）
3
3
1
1
）
ま
た
は
各
消
防
署
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
（
蕁
0
1
2
0
―
5
6
5
―
9
1
1
）

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

購
入
の
目
安
は
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

昨年、全国で発生した住宅火災により死亡した人は
1,220人に上ります。これは、記録の集計を始めた
昭和54年以降、最悪の数字です。
火災の約半数が、夜間の睡眠時間帯に発生しており、

出火場所の大半は居室です。寝ている間に出火し、逃
げ遅れて死亡するケースが多いと考えられています。
もし、火災警報器が設置されていれば、火災発生に

早く気付き、避難することができたかもしれません。
住宅用火災警報器が設置されていた場合、死亡した人
は3分の1以下になるというデータもあります。

また、死亡した人の半数以
上を占めるのは、65歳以上
の高齢者です。高齢化社会の
進展とともに、火災による死
亡者の増加が心配されていま
す。
住宅火災から大切な命を守

るためにも、早期の設置をお
願いします。

●寝室として利用しているすべての部屋に設置
●寝室が2階などにあるときは、階段の上部にも設置
●寝室を除く7m2（4畳半）以上の居室が5部屋以上あるときは、その
廊下にも設置
●台所に設置義務はありませんが、台所からの出火は多く、なるべく設
置をお願いします
●天井には壁や梁

はり

から60cm以上離して設置
●壁には天井から15～50cmの位置に設置
●エアコンや換気扇がある場合、吹き出し口から1.5m以上離して設置

設置する場所・位置は�設置する場所・位置は�
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人
事
行
政

人
事
行
政
の
運
営
状
況

運
営
状
況
を
公
表
公
表
し
ま
す
�

　
本
市
の
人
事
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、

「
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

職
員
の
任
用
や
職
員
数
、
給
与
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
度
の
概
要
な

ど
を
公
表
し
ま
す
。
�

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
　
職
員
課
（
内
線
2
3
1
3
）
��

職員の任免および職員数に関する状況�1

職員の給与の状況�2

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表
し
ま
す

①採用試験の実施状況 （平成17年度）�

職　　　種� 申込者�
一次受験�
者全体�

一次合格�
者�

採用者数�

※事務職のうち、事務Ⅰは大卒程度、事務Ⅱは高卒程度の試験です�

事　務　職�

技　術　職�

消　防　職�

医　療　職�

 371�

21�

19�

5�

89�

3�

11�

2�

76

 329�

20�

16�

5�

85�

3�

11�

1�

73

 28�

9�

4�

4�

16�

2�

1�

1�

66

 15�

3�

1�

3�

5�

2�

1�

1�

44

人� 人� 人� 人�

② 退職者数 （平成17年4月～平成18年3月）�

定年退職� 勧奨退職� 普通退職� 死亡退職� 分限免職� 懲戒免職� 合　　計�

26人� 30人� 58人� 5人� －� －� 119人�

① 部門別職員数の状況�
 （各年4月1日現在）�

部　　門�
職員数（人）�

平成17年� 平成18年� 増減数�

一
般
行
政
部
門�

公
営
企
業
等�

　
　
　
　
会
計
部
門�

特
別
行�

政
部
門�

普通会計　計�

合　　　　計�

議　　会�
総　　務�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
労　　働�
農林水産�
商　　工�
土　　木�
小　　計�
教　　育�
消　　防�
小　　計�
�

病　　院�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�
小　　計�

14�
292�
109�
262�
104�
2�
53�
23�
191�

1,050�
343�
242�
585�

1,635�
653�
58�
34�
117�
862�

2,497

14�
275�
110�
253�
90�
2�
53�
23�
191�

1,011�
340�
239�
579�

1,590�
678�
56�
38�
130�
902�

2,492

0�
△ 17�

1�
△ 9�
△ 14�

0�
0�
0�
0�

△ 39�
△ 3�
△ 3�
△ 6�
△ 45�
25�

△ 2�
4�
13�
40�

△ 5

②年齢別職員構成の状況�
  　　 （平成18年4月1日現在）�

区　　分� 職員数（人）�

20歳未満�

20～23歳�

24～27歳�

28～31歳�

32～35歳�

36～39歳�

40～43歳�

44～47歳�

48～51歳�

52～55歳�

56～59歳�

60歳以上�

合　計�

0�

88�

233�

340�

327�

217�

180�

226�

335�

313�

230�

3�

2,492

※職員数は常勤の一般職員（教育長を�
含む）で、臨時・非常勤の職員は含み�
ません�

（平成17年度普通会計決算）�

歳出額　Ａ� 人件費　Ｂ�
（参考）平成16年度�

の人件費率�
人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

住民基本台帳人口�

（平成18年4月1日現在）�

197,088人� 62,118,117千円�14,318,928千円� 23.1% 23.8%

（1）人件費の状況�

（1）職員の任免の状況�

（2）職員数の状況�

事 務 Ⅰ �

事 務 Ⅱ �

土 　 木 �

１級建築士�

消 防 吏 員 �

救急救命士資格者�

薬 剤 師 �

助 産 師 �

看 護 師 �
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（平成17年度普通会計決算）�

一人当たり給与費�

※職員手当には退職手当を含みません �
�

6,638,237千円 � 1,182,720千円 �  2,690,453千円�10,511,410千円� 6,433千円�

給　　与　　費�

給　　料� 職員手当� 期末・勤勉手当� 計�

（平成18年4月1日現在）

行　政　職� 教育職（高等学校）� 技能労務職�

平均年齢�

42.9歳�

平均給料月額�

345,908円� 41.1歳� 382,234円� 48.9歳� 310,737円�

平均年齢� 平均給料月額�平均年齢� 平均給料月額�

（平成18年4月1日現在）

区　　　分�
伊勢崎市� 国�

初任給� 採用2年経過後�
の給料額� 初任給� 採用2年経過後�

の給料額�

行政職�
大学卒�

高校卒�

170,200円�

138,400円�

183,800円�

146,700円�

170,200円 �

138,400円�

183,800円�

146,700円�

（平成18年4月1日現在）

区　　　分�

技能労務職�

行　政　職�

高校卒�

高校卒�

大学卒�

大学卒�

教　育　職�
(高等学校)

経験年数10年� 経験年数15年� 経験年数20年�

268,812円�

223,800円�

230,200円�

325,416円�

326,155円�

280,000円�

251,600円�

384,904円�

385,583円�

317,350円�

296,700円�

411,944円�

※職員数は給与実態調査による一般行政職の人数です�
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です�

（平成18年4月1日現在）

区　分�

標準的な�
職務内容�

職 員 数�

構 成 比�

主　事�
技　師� 主　任� 主　査� 担当主幹� 課　長�副主幹�

担当主幹�
課　長�
副支所長�

部　長�
支所長�

1　級� 2　級� 3　級� 4　級� 5　級� 6　級� 7　級� 8　級�

45人�

4.2％ �

119人�

11.1％ �

370人�

34.5％ �

258人�

24.0％ �

165人�

15.4％ �

60人�

5.6％ �

38人�

3.5％ �

19人�

1.8％ �

① 期末手当・勤勉手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度分）�

伊勢崎市� 国�

期末手当　　　　　勤勉手当　　　　　合　　計�
3.0月分　　　　　1.45月分　　　　　4.45月分�
職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有�

期末手当　　　　　勤勉手当　　　　　合　　計�
3.0月分　　　　　1.45月分　　　　　4.45月分�
職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有�

② 退職手当 　　　　　　　　　　（平成18年4月1日現在）�

伊勢崎市� 国�

　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年�

勤続20年　23.50月分　30.55月分�

勤続25年　33.50月分　41.34月分�

勤続35年　47.50月分　59.28月分�

最高限度額　59.28月分　59.28月分�

　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年�

勤続20年　23.50月分　30.55月分�

勤続25年　33.50月分　41.34月分�

勤続35年　47.50月分　59.28月分�

最高限度額　59.28月分　59.28月分�

③ 特殊勤務手当　　　　　　（平成17年度普通会計決算）

支給職員１人当たり平均支給年額�

職員全体に占める支給職員の割合�

24,209千円�

 35千円 �

42.8％�

16種類�

清掃手当・聖苑手当・出場手�
当・税務賦課手当・税務徴収�
手当・社会福祉業務手当�

（2）職員給与費の状況�

（3）職員の平均年齢、平均給料月額の状況 �

（4）職員の初任給の状況�

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

（6）一般行政職の級別職員数の状況�

（7）職員の手当の状況�

支 給 実 績 �
�
�
�
�
手 当 の 種 類 �
�

代表的な手当の名称�

▲ 市民に親しまれるサービスを目指します

人事行政の運営状況
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人事行政の運営状況

（1）研修制度の概要�

　一人ひとりの能力の向上を図り、また地域の特色を生か

したまちづくりに貢献できる職員の養成を図っています。�

①職場研修�

②一般研修（階層別研修、基本研修）�

③専門研修�

④派遣研修（国内派遣研修）�

⑤特別研修�

（2）勤務成績の評定の状況�

人事考課制度により実施�

①定期考課　管理職を対象に年に1回実施。主に人事異

　動・昇任・昇格に反映�

②臨時考課　一般職員を対象に年に1回実施。主に定期

　昇給に反映�

�

　　�

�

（1）職員の健康の保持増進対策�

健康診断、健康相談、メンタルヘルス研修など�

（2）安全衛生に関する事項�

職場衛生巡視、予防接種（インフルエンザ）など�

（3）公務災害補償の概要�

公務災害＝18件（傷病）、通勤災害＝5件（傷病）�

�

�

�

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況�

該当なし�

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況�

該当なし�

（1）勤務時間�

　　午前8時30分から午後5時15分まで�

　　（休憩時間を除く、週40時間勤務）�

　　※勤務場所によって異なります�

（2）年次有給休暇�

　　1年につき20日間付与�

　　1人あたり平均使用日数＝10.5日�

（3）育児休業および部分休業の取得状況�

　　育児休業＝58人、部分休業＝5人�

（4）介護休暇の取得状況�

　　該当者なし�

�

�

�

（1）分限処分者数　　�

　　心身の故障による休職者＝12人�

（2）懲戒処分者数�

　　公務外非行関係＝停職1人�

　　道路交通法違反関係＝停職2人、減給1人�

�

�

�

（1）営利企業などの従事状況�

　公務に影響を及ぼさないと判断できるものについては、�

任命権者の許可を得て営利企業などに従事することができ

ます。主なものとしては、消防団員や統計調査員などがあ

ります。�

（2）職務に専念する義務の特例に関する条例による免除の状況�

　人間ドックの受診、研修の受講などの際に職務に専念す

る義務を免除しています。�

職員の服務の状況�5

職員の分限および懲戒処分の状況�4

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況�3 職員の研修および勤務成績の評定の状況�6

職員の福祉および利益の保護の状況�7

公平委員会の業務の状況�
�

8

④時間外勤務手当 （平成17年度普通会計決算）�

⑤ 扶養手当   

⑥ 通勤手当 �

⑧ 特別職の報酬などの状況 (平成17年度）

⑦ その他の手当�

支　　給　　実　　績�

支給職員１人当たり平均支給年額�

369,840千円�

351千円�

伊勢崎市� 国の制度との異同�

伊勢崎市� 国の制度との異同�

1 配偶者…………………･月額 13,000円�
2 配偶者以外の扶養親族�
　2人まで……1人につき月額 6,000円�
　3人目から…1人につき月額 5,000円�
3 満16歳の年度初めから満22歳の年度末�
　までの子がいる場合�
　…………1人につき月額 5,000円加算�

国に同じ�

1 交通機関を利用する場合…6か月定期�
　などの価格による一括支給�
　 （月額55,000円を限度）�
2 交通用具を利用する場合…通勤距離に�
　応じて支給 （月額24,500円を限度） �

1 国に同じ  �
�
�
2 一部異なる�

区　分�

休日勤務�
手　当�

住　居�
手　当�

管理職�
手　当�

内容および支給単価� 国の制度�
との異同�

1 借家、借間の場合…………家賃が月額�
　12,000円を超える場合に、家賃の額�
　に応じて支給�
　 （月額 27,000円を限度）�
2 自己所有住宅の場合…月額 2,500円�

役職に応じ給料月額に12～16％を乗�
じて得た額�

勤務1時間あたりの給与額に135/100 �
を乗じて得た額�

1 国に同じ�
  �
�
�
2 一部異なる�

支給割合が�
異なる�

国に同じ�

区　分�

市　長�

助　役�

収入役�

議　長�

副議長�

議　員�

給料月額など� 期末手当� 退職手当（算定方法）�

1,015,000円�

855,000円�

730,000円�

555,000円�

505,000円�

485,000円�

�

4.45月分�

�

�

4.45月分�

給料月額×在職月数�
×60/100

給料月額×在職月数�
×40/100

給料月額×在職月数�
×30/100

※退職手当は任期ごとに支給されます�
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平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
建

て
替
え
中
の
住
宅
で
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申

告
す
る
こ
と
に
よ
り
「
住
宅
用
地

の
特
例
」
の
適
用
を
受
け
、
税
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①

敷
地
が
平
成
18
年
１
月
１
日

現
在
、住
宅
用
地
で
あ
っ
た
こ
と

②

住
宅
の
建
設
が
平
成
18
年
中

に
着
手
さ
れ
、
平
成
19
年
12
月

31
日
以
前
に
完
成
す
る
こ
と

③

住
宅
の
建
て
替
え
が
、
建
て

替
え
前
の
敷
地
と
、
同
一
敷
地

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

④

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
所
有
者
と
、
平
成
19
年
１

月
１
日
現
在
の
土
地
の
所
有
者

が
同
一
で
あ
る
こ
と

⑤

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
の

住
宅
所
有
者
と
、
平
成
19
年
１

月
１
日
現
在
の
住
宅
の
所
有
者

が
同
一
で
あ
る
こ
と

申
告
期
限

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）

申
告
に
必
要
な
も
の

建
築
確
認

通
知
書
の
写
し
・
印
鑑
（
朱
肉
を

必
要
と
す
る
も
の
）

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
（
内
線

２
２
７
３
）ま
た
は
各
支
所
税
務
課

平
成
18
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
家
屋
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

人
、
も
し
く
は
取
り
壊
す
予
定
の

人
（
建
物
滅
失
登
記
済
み
の
場
合

も
含
み
ま
す
）
は
、
滅
失
届
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

印
鑑
（
朱
肉
を

必
要
と
す
る
も
の
）

※
減
失
届
書
は
資
産
税
課
お
よ
び

各
支
所
税
務
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
（
内
線

２
２
６
６
）ま
た
は
各
支
所
税
務
課

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
は
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
用
い
る
有
形
の
資
産
で
、
次
の

６
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

構
築
物
（
広
告
設
備
、
門
お

よ
び
塀
、
煙
突
、
駐
車
場
な
ど
）

②

機
械
・
装
置
（
旋
盤
、
プ
レ

ス
機
、土
木
建
設
用
機
械
な
ど
）

③
　
船
舶
　

④
　
航
空
機

⑤

車
両
・
運
搬
具
（
大
型
特
殊

自
動
車
、
動
力
運
搬
車
な
ど
）

⑥

工
具
・
器
具
、
備
品
（
測
定

工
具
、
切
削
工
具
、
家
具
、
理

美
容
機
器
、事
務
用
機
器
な
ど
）

申
告
の
内
容

資
産
の
種
類
、
名

称
、
取
得
年
月
、
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
な
ど

申
告
期
限

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）

※
申
告
書
は
資
産
税
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
（
内
線

２
２
１
６
）

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
建
て
替
え
中
の
住
宅
や
平

成
18
年
中
に
家
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
ま
た
、
平
成
19
年

１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
資
産
税
課
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

建
て
替
え
中
の

住
宅
用
地
の
特
例

家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合

事
業
用
償
却
資
産
の

申
告
を
忘
れ
ず
に

・
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市民課・�

市民サービスセンター・宮子�

市営巡回バス�

水道局�

いせさき聖苑�

さかい聖苑�

華蔵寺公園遊園地�

ふれあいセンター�

老人いこいの家�

みやまセンター�

境社会福祉センター�

各支所住民課�

             （　20－7000）�

交通政策課・各支所庶務課�

             （　30－1230）�

             （　21－0500）�

             （　70－6000）�

             （　25－4478）�

             （　32－8086）�

             （　62－7049）�

             （　63－0345）�

　　　　 （　74－7337）�

�

28日（木）� 29日（金）� 30日（土）� 31日（日）� 1日（祝）� 2日（火）� 3日（水）� 4日（木）�
1月�

平常どおり�

平常どおり�

平常どおり�

出生届・死亡届・婚姻届などは市役所本庁本館１階宿直室および各支所�
日直で受け付けます（各支所の受付時間＝午前8時30分～午後5時15分）�

平常どおり（あずまの通勤・通学快速は運休します）�
※ニューイヤー駅伝などによる迂回にご注意ください�

平常どおり�

年末年始　休みの日�

水道の漏水修繕は竜宮浄水場（　24－1760）�
または休日当番店�

は休みです�

※水道を使い始めるのが、年末年始の期間中でも事前に連絡いただければ使用できます。アパートなどで水が出ない場合は、大家�
さんまたは不動産会社へ問い合わせてください�

平常どおり�

正解者の中から抽選で、賞品をプレゼントします。
賞品 軽自動車１台、県内施設の無料招待券など
応募方法 はがきにクイズの答え（順位）・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し郵送して
ください
あて先 〒371－8570 前橋市大手町1－1－1
「ニューイヤー駅伝クイズ（ぐんま広報）」係
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせてい
ただきます
応募締切日 平成19年1月5日（金）必着
問い合わせ 県総務課（蕁027－226－2032）

コ
ー
ス

県
庁
前
を
出
発
点
と
す

る
７
区
間
・
全
長
１
０
０
km

※
市
役
所
本
庁
は
第
２
中
継
所
、

Ｊ
Ａ
赤
堀
は
第
６
中
継
所

通
過
予
定
時
間

県
庁
前
を
午
前

９
時
５
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、
市
役

所
本
庁
前
を
午
前
10
時
43
分
ご
ろ
、

Ｊ
Ａ
赤
堀
前
を
午
後
１
時
５
分
ご

第
　
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会�

51

ろ
通
過
予
定
で
す

※
選
手
通
過
予
定
10
分
前
に
通
行

規
制
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い

テ
レ
ビ
中
継

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
生
中
継
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、蕁
（30）
１
３
０
２
）

第
51
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、

来
年
１
月
１
日
（
祝
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
県
の

開
催
と
な
り
今
回
で
20
回
目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統

あ
る
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

群馬県開催20回記念�群馬県開催20回記念�

ニューイヤー駅ニューイヤー駅伝2007クイズクイズ�ニューイヤー駅伝2007クイズ�
3年連続でシード権を獲得したスバルの順位は？
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子供のもり公園伊勢崎�

●平成19年１月13日（土）午前10時から、自然とふれあいながらスタンプ集めを楽しむ「親子でぺったんこラリー」
　を開催します。参加料・申し込みは必要ありませんので、受付にお越しください。�
※各体験学習とも小学3年生以下は保護者の付き添いが必要です�

今月の休館日　19日・26日の火曜日と27日（水）�
1月の休館日　9日・16日・23日・30日の火曜日と10日（水）�
年末年始の休館日　12月29日（金）から1月4日（木）まで�

体験学習名� 日　　　時� 内　　　　容�定 員� 参加料�対　　　象� 申込開始日�

正月遊び�

　①羽子板大会�

　②こま回し大会�

20人�

�

無料�

200円�

無料�

4歳から中学生� 昔からの遊びである羽根突きや
こま回しをみんなで楽しみます�

身近な草木を使って、ハンカチ
を染める草木染の体験をします�

風の広場の特設コースを使って、
グラウンドゴルフを楽しみます�

身の回りの空気や静電気を感じ
る科学マジックを楽しみます�

草木染（べにばな）�
平成19年1月14日（日）�
午後1時30分�

①平成19年1月6日（土）�
　午後1時30分�

②平成19年1月7日（日）�
　午後1時30分�

4歳から中学生ま�
でとその保護者�

からっ風�
グラウンドゴルフ大会�

平成19年1月21日（日）�
午後1時30分　�

小・中学生�

科学実験隊�
　～空気＆静電気～�

平成19年1月28日（日）�
午後1時30分�

4歳から中学生�

12月20日（水）�

ご
み
収
集
日
と
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
持
ち
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す�

伊勢崎地区�
12月30日（土）までは通常通り収集します。�

12月31日（日）から1月3日（水）までは収集しま

せん。�

1月4日（木）以降、通常通り収集します。�

●ごみの直接持ち込み�

清掃リサイクルセンター21へは下表のとおり�

赤堀地区�
12月28日（木）までは通常通り収集します。   �

12月29日（金）から1月3日（水）までは収集し

ません。   �

1月4日（木）以降、通常通り収集します。   �

●ごみの直接持ち込み�

桐生市清掃センターへの直接持ち込み（有料）は、

12月30日（土）午後4時45分まで   �

清掃リサイクルセンター21へは左下表のとおり   

東地区�
12月29日（金）までは通常通り収集します。   �

12月30日（土）から1月3日（水）までは収集し

ません。�

1月4日（木）以降、通常通り収集します。   �

●ごみの直接持ち込み�

あずまダストセンターへの直接持ち込みは12月

29日(金）午後4時30分まで   �

清掃リサイクルセンター21へは左表のとおり   

境地区�
12月29日（金）までは通常通り収集します。   �

12月30日（土）から1月3日（水）までは収集し

ません。  �

1月4日（木）以降、通常通り収集します。   �

●ごみの直接持ち込み�

境清掃センターへの直接持ち込みは12月29日（金）

午後4時30分まで   �

清掃リサイクルセンター21へは左上表のとおり   

期　　日�
  〈午　前〉�
8時30分～�
　　　　正午�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

  〈午　後〉�
1時～�
　  4時30分�

12月 �

1月 �

29日（金）�

�

�

31日（日）�

1日（祝）�

2日（火）�

3日（水）�

30日（土）�

○�

�

�

×�

×�

×�

×�

○�

�

�

×�

×�

×�

×�

清掃リサイクルセンター21への直接持ち込み�

問い合わせ�

伊勢崎地区 清掃リサイクルセンター21  　  32－3166）�

赤堀地区 赤堀支所庶務課 （　62－1151）�

東地区 あずまダストセンター （　63－5300）�

境地区 境清掃センター （　74－0883）�

×�○�
（午前11時30分まで）�

�

（�
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蜻

炊
き
出
し
訓
練
（
豊
受
）

▲ 防災ヘリによる救出訓練（東）

▲ 笠原ウラさん

▲ 小島いしさん

11月19日に東地区、26日に赤
堀地区、12月３日に豊受地区で「自
主防災組織訓練」が行われました。
参加した人たちは、初期消火訓
練や応急手当訓練、災害体験な
ど本番さながらの訓練に、真剣
な表情で取り組んでいました。�

いざというときのために�

11月17日、百歳の誕生日を迎
えた笠原ウラさん（田中町）と
小島いしさん（西小保方町）は、
矢内市長の慶祝訪問を受けま
した。ウラさんの長生きの秘
けつは、若いころから川魚な
どを好んで食べ、カルシウム
を多く取ってきたこと。いしさ
んの楽しみは、昔の歌を歌っ
たり、天気の良い日に庭を散
歩したりすることだそうです。�

百歳ばんざい �

▲ 水バケツによる初期消火訓練（赤堀）
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蜷

親
子
で
一
緒
に
ご
ぼ
う
釣
り

▲ 本市からは三柱神楽などが披露

11月 12日、「絣の郷交流ま
つり」が絣の郷で開かれ、本
市のほか本庄市・深谷市・
玉村町・長岡市寺泊地域・
台東区浅草地区から大勢の人
が参加しました。訪れた人た
ちは、各地の物産や郷土芸
能にふれて楽しんでいました。�

交流の輪が広がる�

▲ 白バイが飲酒運転防止を訴える

11月23日、伊勢崎警察署か
ら２台の白バイが伊勢崎オ
ートレース場に出動しました。
「厳禁　飲酒運転」と書かれ
たのぼり旗を掲げながらコ
ースを走行。来場者の皆さ
んに、飲酒運転による交通事
故の撲滅を強く訴えました。�

走路から交通安全をＰＲ�

▲ 食事のカロリーはどのくらいかな

11 月 19 日、「消費生活展」
が絣の郷で開かれ、暮らしに
役立つさまざまな情報コーナ
ーが一堂に設置されました。
訪れた人たちは、それぞれ
興味のあるコーナーに立ち寄
り、係員の説明を熱心に聞き
ながら理解を深めていました。�

賢い消費者になろう�

▲ 下渕名獅子舞の実演

11月25日～12月10日、「獅子
が跳びトブサ舞う」が赤堀歴
史民俗資料館で開かれ、市内
に伝わる獅子舞が展示されま
した。11月26日には千本木龍
頭神舞と下渕名獅子舞の実演
が披露され、見学者は迫力あ
ふれる舞を楽しんでいました。�

伊勢崎の獅子舞が披露�

▲ 新築された間野谷町区公民館

�
�
自治宝くじの収益金は地域の
コミュニティ活動の発展に生
かされています。赤堀間野谷
町区では、地域の公民館を新
たに建築しました。地域交流
の活動の拠点として、今後ま
すます、発展が期待されます。�

自治宝くじ助成で�
　　　　公民館を新築�
�

11月12日、「境産業祭」が
境ふれあいパークで開か
れ、農産物の直売やアル
ミ缶と苗木の交換、ミニ
消防車の体験搭乗、大抽
選会などたくさんの催し
が行われました。訪れた大
勢の家族連れが、楽しいひ
とときを過ごしていました。�

さ
わ
や
か
な
秋
空
に
�

誘
わ
れ
て
�

11月 23日、「農業まつり」が市民プ
ラザで開かれ、農産物共進会表彰式や
農畜産物の展示・即売、ヒーローショ
ーなどたくさんのイベントが行われま
した。訪れた大勢の人たちは、安心で
安全な地元農産物を買い求めていました。�

地
元
農
産
物
が
�

い
っ
ぱ
い
�

▲ 下植木ネギの無料配布
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期
日

平
成
19
年
１
月
５
日（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

小
学
３
年
生
か
ら
中
学
生

定
員

25
人

講
師

定
方
千
治
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
も
の

書
道
用
具
一
式
、

書
き
初
め
用
紙

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

25
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
２
６
７
１
）

期
日

平
成
19
年
１
月
18
日（
木
）

時
間

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場

高
崎
市
文
化
会
館

対
象

政
治
や
選
挙
に
関
心
の
あ

る
人

定
員

７
０
０
人

演
題

ど
う
な
る
政
局
〜
課
題
と

展
望
〜

講
師

竹
内
貞
男
さ
ん
（
フ
ジ
テ

レ
ビ
客
員
解
説
委
員
）

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
成

19
年
１
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
県

選
挙
管
理
委
員
会
（
蕁
０
２
７
―

２
２
６
―
２
２
１
９
）
ま
た
は
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
３
３

９
）

期
日

平
成
19
年
１
月
21
日
か
ら

３
月
11
日
ま
で
の
日
曜
日
（
全
８

回
）

※
太
田
会
場
だ
け
土
曜
日
の
場
合

が
あ
り
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

中
央
総
合
学
院
高
崎
校
・

中
央
総
合
学
院
渋
川
校
・
太
田
情

報
商
科
専
門
学
校

対
象

県
内
に
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦

定
員

各
会
場
20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基

礎受
講
料

４
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
の
は
が
き
の
裏
面
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
別
、

希
望
会
場
名
を
記
入
し
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
、
返

信
先
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
、
県
母

子
寡
婦
福
祉
協
議
会
事
務
局

申
込
締
切
日

平
成
19
年
１
月
12

日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
６
３
６
）

期
日

平
成
19
年
１
月
23
日
・
30

日
の
火
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

会
場

南
公
民
館

定
員

15
人

内
容

バ
ラ
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に

エ
レ
ガ
ン
ト
な
カ
メ
オ
風
ペ
ン
ダ

ン
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ブ
ロ
ー
チ
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
作
り
ま
す

用
意
す
る
も
の

は
さ
み
・
メ
ジ

ャ
ー
・
縫
い
針

講
師

石
原
美
恵
子
さ
ん

参
加
料

３
、
０
０
０
円
（
材
料

費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

26
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

■伊勢崎市役所 　24－5111�
■赤堀支所 　62－1151�
�
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311�
■境支所 　74－1111�
�

講
座�

観光フォトコンテストグランプリ
森村高明さん（三光町）

30

「結果を聞いてびっくりしました。まさにシンジラ
レナ～イですね」と笑顔で語るのは、本年度初めて開
催された観光フォトコンテストで、グランプリを受賞
した森村高明さんです。
受賞作品は８月のいせさき花火大会を撮影した「プ

ランクトンの祭り」。作品名の由来について、「まるで
海の中のプランクトンが、俺たちも花火を楽しんでい
るんだぞと、騒いでいるようだった」と語ります。
週末は、国内のさまざまな山に出かけ、風景や花の

写真を撮影する森村さん。「短歌や俳句を勉強して、写
真を添えたオリジナルの作品集を完成させるのが夢な
んです」と目を輝せながら、抱負を語ってくれました。

書

き

初

め

教

室

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

教
室

県
民
政
治
大
学
講
座

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ

ソ

コ

ン

講

習

会

募集期間 12月25日（月）から平成19年1月24
日（水）まで
※詳しくは12月25日以降、市ホームページな
どをご覧ください。また、平成19年1月1日号
の広報いせさきであらためてお知らせします
問い合わせ 人権課（内線2120）

市男女共同参画計画に対する
パブリックコメントを行います



期
日

平
成
19
年
１
月
24
日
か
ら

２
月
23
日
ま
で
の
水
・
金
曜
日
（
全

10
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場

上
武
大
学
（
戸
谷
塚
町
）

定
員

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

内
容

初
心
者
を
対
象
に
、
簿
記

の
基
礎
知
識
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作
成
お
よ

び
経
営
分
析
ま
で
を
や
さ
し
く
学

び
ま
す

参
加
料

５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
み
ま
す
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
講
座
名

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
返
信

先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
８
８

戸
谷
塚
町
６
３
４
―
１
　
上
武
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
「
公
開
講

座
」
係

申
込
締
切
日

平
成
19
年
１
月
10

日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

上
武
大
学
（
蕁
（32）

１
０
１
１
）

平
成
19
年
３
月
17
日
（
土
）
か

ら
21
日
（
祝
）
ま
で
、
市
民
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
出
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
展
示
会
場

境
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

在
学
の
15
歳
以
上
（
中
学
生
は
除

き
ま
す
）

応
募
内
容

左
表
の
と
お
り

※
出
品
は
一
人
一
点
（
ほ
か
の
部

門
と
の
重
複
出
品
は
で
き
ま
せ
ん
）

出
品
料

５
０
０
円

申
し
込
み

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
出
品
申
込
書
を
文
化

観
光
課
ま
た
は
各
支
所
経
済
課
へ

※
出
品
申
込
書
は
文
化
観
光
課
ま

た
は
各
支
所
経
済
課
、
各
公
民
館

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

活
動
日

水
曜
日

※
平
成
19
年
１
月
10
日（
水
）開
始

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

講
師

青
柳
仁
子
さ
ん
、
上
原
良

子
さ
ん

会
費

月
２
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

星
瑛

子
さ
ん
（
蕁
（25）
８
８
５
２
）

活
動
日

第
１
月
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

講
師

池
田
雅
子
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

池
田

雅
子
さ
ん
（
蕁
（21）
６
３
８
５
）

平
成
19
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
に
は
資
料
を
無

料
で
送
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
15
日

（
木
）
ま
で

募
集
学
生

●
教
養
学
部
＝
科
目
履
修
生
・
選

科
履
修
生
・
全
科
履
修
生

●
大
学
院
＝
修
士
科
目
生
・
修
士

選
科
生

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送

大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０

２
７
―
２
３
０
―
１
０
８
５
、http

:
//w
w
w
.u
-air.ac.jp

）
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上
武
大
学
公
開
講
座

簿
記
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
計

・

募
集�

市
民
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

作
品
募
集

コ
ー
ラ
ス
・
ヴ
ィ
オ
ラ
団
員
募
集

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

り
ん
ど
う
の
会
会
員
募
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

写真付き住民基本台帳カードを活用しよう
～運転免許証などと同様に公的証明書として利用できます～

平成19年1月4日（木）から、金融機関などでも10万円を超
える現金の振り込みを行う場合は、本人確認書類の提示が必要と
なります。本人確認などを行う際の公的な証明書として、写真付
き住民基本台帳カードも活用できます。ぜひ、ご利用ください。
※住民基本台帳カードの申請方法および用意していただくものな
どについては、事前にお問い合わせください
問い合わせ 市民課（内線2144）または各支所住民課

市民アートフェスティバルの応募作品一覧�

※6号＝縦41cm×横31.8cmまたは27.3cm、10号＝縦53cm×横45.5cm�
または41cm、30号＝縦91cm×横72.7cmまたは65.2cm

10～30号（軸装は除きます）�
額装には、必ずつりひもを付けること、�
ガラスは不可、アクリル板は可�

10～30号�
額装には、必ずつりひもを付けること、�
ガラスは不可、アクリル板は可�

平面作品は、6～30号�
立体作品は特に制限はありません�

半切縦横形式170cm×55cm以内�
正方形式91cm×91cm（3尺×3尺）
以内�
※すべて本表装に限ります�
額装には、必ずつりひもを付けること、�
ガラスは不可、アクリル板は可�

規　　　　　格�種　　　類�部 門�

水墨画、墨彩画、�
極彩画�

油彩画、水彩画、�
版画�

陶芸、漆芸、彫刻、彫
金、彫塑、鋳金、皮革
工芸、木竹工芸、籐工
芸、パッチワーク、染
色、切り絵、ちぎり絵、
押し絵、押し花、紙工
芸、（紙・粘土・木目込
み）人形、その他�

漢字、かな、墨象、

漢字かな交じり書、

刻字、篆刻�
てん こく�

日本画�

洋　画�

書�

彫　刻�
手工芸�

・

群馬県�
伊勢崎市�
2016年11月30日まで有効 �

昭和50年7月30日　性別　女�
伊勢崎　花子�
今泉町二丁目410番地�

伊勢崎市役所市民課0270（24）5111

住民基本台帳カード�

生年月日�
氏　　名�
住　　所�

連絡先�



期
日

平
成
19
年
１
月
20
日（
土
）

21
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
21
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

南
公
民
館

問
い
合
わ
せ

南
公
民
館
（
蕁
（26）

８
３
３
３
）

地
域
防
災
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
本
市
の
消
防
団
や
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
日

平
成
19
年
１
月
８
日（
祝
）

時
間

午
前
９
時
50
分
開
始

会
場

文
化
会
館

内
容

消
防
団
員
表
彰
・
分
列
行

進
・
と
び
職
組
合
の
皆
さ
ん
に
よ

る
は
し
ご
乗
り
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

（
蕁
（25）
３
５
１
１
）

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
シ

ャ
ベ
ル
と
袋
な
ど
を
持
ち
歩
き
、

犬
が
フ
ン
を
し
た
ら
必
ず
持
ち
帰

り
、
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
な
ど
の
公
共
空
間
を
汚
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
５
３
）

家
庭
用
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

に
助
成
し
て
い
る
補
助
金
の
額
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
変
更
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
単
独
処
理
浄

化
槽
を
撤
去
す
る
た
め
の
、
追
加

補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
区
域

公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
の
供
用
開
始
区
域
外

補
助
額

５
人
槽
＝
２
７
９
、
０

０
０
円
、
６
〜
７
人
槽
＝
３
６
０
、

０
０
０
円
、
８
〜
10
人
槽=

４
７

７
、
０
０
０
円
、
撤
去
補
助
＝
１

５
０
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

下
水
道
管
理
課（
内

線
２
４
４
２
）

受
付
期
間

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）
ま
で

対
象

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在

学
ま
た
は
入
学
予
定
の
児
童
・
生

徒
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
（
生

活
保
護
家
庭
に
準
ず
る
程
度
の
家

庭
）

内
容

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

校
外
活
動
費
・
学
校
給
食
費
・
修

学
旅
行
費
・
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
・
医
療
費
な
ど
の
経
費
の

全
額
ま
た
は
一
部
を
援
助
し
ま
す

申
込
方
法

在
学
ま
た
は
入
学
予

定
の
小
・
中
学
校
に
申
請
書
・
各

種
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

※
申
請
書
は
各
学
校
・
学
校
教
育

課
・
各
支
所
教
育
課
に
あ
り
ま
す

※
審
査
の
上
、
援
助
を
決
定
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
内

線
２
４
３
０
）
ま
た
は
各
支
所
教

育
課

16

日時 12月25日（月）午後2時開始
会場 本庁本館3階第2応接室
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後1時40分から直接会場で
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2423）

教育委員会12月定例会�
傍聴しましょう�固定資産税・都市計画税 4期

国民健康保険税　　　　　6期

納期限は12月25日（月）です
問い合わせ 納税課（内線2278）

または各支所税務課

お
知
ら
せ�

・

伊勢崎オートレースでは、本年度に本場（伊勢崎オートレ
ース場）で88日、場外（その他オートレース場）で253日
の開催を予定しています。
本年8月までに本場で37日、場外で117日の開催が終了し

ました。概算による収支状況は、8月末現在で下表のとおり、
3億円を超える黒字となっています。

問い合わせ 公営事業部（蕁24－5780）

収入額（円）� 支出額（円）� 収入支出差引額（円）�

平成18年度収支表（8月末まで）�

8,012,193,356�

590,932,905�

8,603,126,261

7,968,645,315�

327,197,693�

8,295,843,008

43,548,041�

263,735,212�

307,283,253

伊勢崎オート�
レース場開催�

その他オート�
レース場開催�

計�

※開催事業による概算のため、数値が変わることがあります�
※国に支払う金額、および前年度繰上充用金は支出に含まれてい�
ません�

催
し�

第
10
回

水
墨
画
・
書
道
・
き
り
絵

作
　
品
　
展

消

防

出

初

め

式
▲ 華麗なはしご乗り

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

浄

化

槽

補

助

額

が

変

更

に

な

り

ま

す

平
成
19
年
度

就
学
援
助
制
度
〜
学
校
教
育
に

必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す
〜

・



雑
草
が
生
い
茂
る
空
き
地
・
空

き
家
を
放
置
す
る
と
、
枯
れ
草
が

原
因
と
な
り
火
災
な
ど
が
発
生
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
の
さ
れ
て
い
な
い

空
き
地
・
空
き
家
に
、
廃
棄
物
が

不
法
投
棄
さ
れ
る
事
例
も
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

雑
草
を
刈
る
、
柵さ

く

を
設
置
す
る
、

土
地
の
見
回
り
を
す
る
な
ど
、
空

き
地
・
空
き
家
の
管
理
に
気
を
配

り
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
５
３
）

割
引
制
度
を
受
け
る
た
め
の
登

録
お
よ
び
更
新
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
。
更
新
は
有
効
期
限
の

２
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
と
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

対
象

●
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

＝
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

●
障
害
者
本
人
以
外
の
人
が
運
転

す
る
場
合
＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
、
重
度
の
障
害
が

あ
る
人

用
意
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
自
動
車
検

査
証
・
運
転
免
許
証
（
障
害
者
本

人
が
運
転
す
る
場
合
）

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
原
則
と
し
て
障

害
者
本
人
の
も
の
）
と
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
の
管
理
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

障
害

福
祉
課
（
内
線
２
１
６
７
）
ま
た

は
各
支
所
福
祉
課

法
律
お
よ
び
県
条
例
に
よ
り
、

構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
で

適
正
に
焼
却
す
る
場
合
を
除
き
、

廃
棄
物
の
焼
却
は
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
い
ま
だ
に
ご
み
の

焼
却
を
し
て
い
る
家
庭
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
周
辺
の
迷
惑
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
収
集
日
に
決
め
ら

れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
伊
勢
崎
環
境
森

林
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（22）
１
１
７
１
）

ま
た
は
環
境
保
全
課
（
内
線
３
４

５
３
）

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
登
録
・
注
射
を
怠
る

と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
ま
だ
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
に
は
、
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
の
済

ん
で
い
な
い
犬
は
、
併
せ
て
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
５
３
）
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戦傷病者の妻および戦没者の妻に対し、慰謝を行うことを
目的に国が支給するものです。
対象は、次の要件に該当する人です。

戦傷病者の妻に支給する場合
●これまでに特別給付金を受給したことがあり、平成18年
10月1日において次のいずれかの要件に該当する人
①戦傷病者の人が、平成18年10月1日において、増加恩
給・傷病年金・特例傷病恩給障害年金などを受けている
場合（継続支給）
②戦傷病者の人が、平成8年10月1日から平成15年3月
31日までに、一般のけがや病気で死亡（平病死）した場
合（特例支給）
③戦傷病者の人が、平成8年10月1日から平成15年3月
31日までに、公務傷病や勤務関連傷病で死亡した場合
（移行支給）

●これまでに特別給付金を受給したことがなく、平成13年4
月2日から平成15年4月1日までに、夫が戦傷病者として、
増加恩給・傷病年金・特例傷病恩給・障害年金などの受給
権を取得した場合、または上の期間内に戦傷病者として、
これらの年金を受けている人と婚姻をした場合（新規支給）

戦没者の妻に支給する場合
●平成8年10月1日に第17回特別給付金国庫債券「は」号を
受ける権利を取得した人で、平成18年10月1日において、
引き続き公務扶助料などの受給権を有している場合（継続
支給）

支給内容 要件によって異なりますので、お問い合わせく
ださい
申し込み 平成21年9月30日（水）までに社会福祉課ま
たは各支所福祉課
問い合わせ
社会福祉課（内線2162）または各支所福祉課

戦傷病者の妻・戦没者の妻に
特別給付金を支給

空
き
地
・
空
き
家
の

管
理
の
お
願
い

有
料
道
路
の

障
害
者
割
引
制
度
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

ご
み
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

25－4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

ロマンチックしナイト2006
期間 12月23日（祝）から25日（月）まで
内容 観覧車・メリーゴーランド・スーパーシ
ューティングライド・マジカルグライダーを
午後9時まで営業します
※LED（発光ダイオード）で飾った高さ
35mのビッグツリーが登場。園内のライト
アップも行います

お客様感謝デー ～豆汽車無料開放～
期日 12月24日（日）
時間 午前9時30分～午後4時30分
新春お年玉企画 ～メリーゴーランド無料開放～
期日 平成19年1月2日（火）・3日（水）
時間 午前9時30分～午後4時30分
※おしるこを配布します（午前10時・午後2時、
各先着100人）



●
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設

期
日

平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

時
間

Ａ
＝
午
前
９
時
〜
10
時
45
分

Ｂ
＝
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分

Ｃ
＝
午
後
１
時
〜
２
時
45
分

Ｄ
＝
午
後
３
時
〜
４
時
45
分

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

※
小
学
生
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
中

学
生
）
ま
で
は
保
護
者
同
伴

内
容

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

テ
ニ
ス
・
陸
上
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

お
遊
び
ラ
ン
ド

申
し
込
み

当
日
、
会
場
で
受
け

付
け
ま
す

※
満
員
の
場
合
、
ご
利
用
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
民
体
育
館
（
蕁

（23）
７
０
１
５
）

●
あ
ず
ま
運
動
施
設

期
日

平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

内
容

あ
ず
ま
体
育
館
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ー
ト
２
面
）、
あ
ず
ま
総

合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
人

工
芝
２
面
・
ク
レ
ー
２
面
）

申
し
込
み

当
日
、
あ
ず
ま
体
育

館
で
受
け
付
け
ま
す

※
天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
体
育
館（
蕁

（62）
７
２
７
１
）

期
日

平
成
19
年
１
月
10
日（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

整
形
外
科
・
補
装
具
な
ど

用
意
す
る
も
の

印
鑑
・
身
体
障

害
者
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
成

19
年
１
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
障
害
福
祉
課（
内

線
２
１
６
７
）

解
雇
・
労
働
条
件
・
職
場
の
い

じ
め
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
諸
問

題
で
お
困
り
の
労
働
者
や
事
業
主

を
対
象
に
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

期
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時会
場

伊
勢
崎
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
下
植
木
町
、
伊
勢
崎
労

働
基
準
監
督
署
内
）

相
談
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー（
蕁
（25）
３
３
６
３
）

期
間

12
月
22
日
（
金
）
か
ら
平

成
19
年
１
月
４
日
（
木
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

は
本
庁
本
館
１
階
宿
直
室
で
縦
覧

で
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

区
画
整
理
課

※
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

平
成
19
年
１
月
18
日
（
木
）
ま
で

に
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

区
画
整
理
課
（
内

線
２
５
２
５
）

18

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
で
は
、

持
ち
込
ん
だ
ご
み
を
車
両
に
積
ん

だ
ま
ま
計
量
で
き
ま
す
。
利
用
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

計
量
棟
の
入
口
受
付
で
、
ご

み
と
車
両
の
重
さ
を
量
る

②

建
物
内
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
ご
み
を
降
ろ
す

③

計
量
棟
の
出
口
受
付
で
、
車

両
の
重
さ
を
量
る

④

①
か
ら
③
を
引
い
て
、
ご
み

の
重
さ
を
算
出
す
る

※
計
量
棟
は
門
か
ら
約
２
０
０
メ

ー
ト
ル
先
で
す

な
お
計
量
の
際
は
、
振
動
に
よ

る
誤
差
動
防
止
の
た
め
、
車
両
の

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ご
み
の
持
ち
込
み
と
計
量

施
設
の
無
料
開
放

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
を
お
手
伝
い

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

▲ 計量中の車両

・
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休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場（蕁24ー1760）
または下記の水道指定工事店へ連絡してください。

１月 1日（祝）
１月 2日（火）
１月 3日（水）
１月 6日（土）

豊鉄水工業（株）
（株）丸橋設備
中央水道（株）
（株）福田設備工業

蕁32ー1526
蕁25ー2412
蕁25ー1592
蕁26ー0665

１月 7日（日）
１月 8日（祝）
１月13日（土）
１月14日（日）

（株）小倉設備興業
（株）栗原建設
（有）津久井設備
（有）穂詮設備工業

蕁25ー2915
蕁25ー6720
蕁62ー3006
蕁32ー0875

平成19年

境アコーディオンサークル�

市内で活動しているサークルを紹介します� 温もりのある手作りの音を奏でて

「ド～はドーナツのド～」。水曜日の夜になると、境公

民館からは懐かしい調べや、シャンソンの軽快なリズム

が聞こえてきます。

「境アコーディオンサークル」は昭和46年に結成。現

在31人の会員が、重いアコーディオンをひざに乗せ、幅

広い分野の曲を熱心に練習しています。

これまで年2回の発表会を中心に、福祉施設などで演

奏してきました。また、11月には境総合文化センターで

創立35周年を記念した演奏会を開催しました。

「長く続けてこられたのは、家族の応援のおかげと感

謝しています。演奏を聞いてくれた人たちに喜んでもら

えると大変うれしいですね」と、代表の藤村安夫さんは

笑顔で語ってくれました。

▲ リーダーの掛け声でリズムを合わせて演奏

わ
が
国
は
平
均
寿
命
の
大
幅

な
伸
び
や
少
子
化
に
よ
り
、
世

界
に
例
を
見
な
い
速
さ
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27

年
ご
ろ
に
は
、
４
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
超

高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
は

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成

18
年
４
月
の
高
齢
化
率
は
17
・

７
％
で
す
が
、
平
成
26
年
に
は

21
・
６
％
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
「
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
保
健
福
祉
に
関
す
る

基
本
目
標
を
定
め
、
各
種
施
策

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
人
権

擁
護
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
介
護
放
棄
、
悪
徳

商
法
に
よ
る
被
害
、
財
産
面
で

の
権
利
侵
害
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
誤
っ
た
先
入
観
に

よ
っ
て
高
齢
者
が
敬
遠
さ
れ
た

り
、
社
会
参
加
が
拒
否
さ
れ
た

り
と
、
高
齢
者
の
人
権
に
関
わ

る
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

身
体
面
や
経
済
面
か
ら
高
齢

者
は
社
会
的
弱
者
と
見
な
さ
れ

が
ち
で
す
。
で
も
、
多
く
の
高

齢
者
は
社
会
的
に
も
十
分
活
躍

で
き
る
人
で
あ
り
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
し
、
ま
た
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
、
若
い
世
代
と
と
も
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
社
会
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
を
支
え
、
文
化
を
築

い
て
き
た
高
齢
者
に
対
し
、
敬

意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
者
の
人

権
を
尊
重
し
、
高
齢
者
と
の
共

生
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

なれるかな　人のいたみが　わかる人（境東小　小松崎隆司君）
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期日 12月28日（木）
時間 午後2時開始
内容 声の大きさを測定器で測ります
申し込み 開始10分前から

期日 平成19年1月6日（土）
時間 午前9時開始
対象 小学4年生から6年生
定員 20人（先着順）
内容 粘土で湯飲みやお皿を作ります
講師 須田欣次さん
参加料 350円
申し込み 12月22日（金）から28日
（木）までに参加料を添えて

期日 平成19年1月6日（土）
時間 午後2時開始
内容 こまや羽子板などで遊びます
申し込み 開始10分前から

期日 平成19年1月6日（土）・7日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 こまや羽子板などで遊びます
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 12月27日（水）
時間 午前10時～正午
対象 小学生以上
※1・2年生は、保護者
同伴で参加してください

定員 20人（先着順）
参加料 100円
申し込み 12月20日（水）から直接ま
たは電話で

期日 12月26日（火）
時間 午後1時開始
対象 小学生以上
※1・2年生は、保護者
同伴で参加してください

定員 20人（先着順）
参加料 100円
申し込み 12月20日（水）から直接ま
たは電話で

期間 平成19年1月4日（木）から15日
（月）まで
※8日（祝）・10日（水）は除きます

時間 午前9時30分～午後6時
内容 色画用紙に絵を描き、ラミネート
してパズルを作ります
申し込み 各日とも午前9時30分から随
時

期日 平成19年1月9日（火）
時間 午前11時開始
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせです

期日 平成19年1月7日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
申し込み 開始10分前から

期日 平成19年1月19日（金）
時間 星座教室は午後6時30分開始。7
時開始の観望会からでも参加できます
※悪天候の場合は星座教室だけです
※保護者同伴で参加してください

定員 50人（先着順）
申し込み 平成19年1月6日（土）から
直接または電話で

今月の投影番組
テーマ 冬の一等星を探そう！
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

期間 平成19年1月9日（火）
から13日（土）まで

時間 午前10時～午後3時
30分
※作ったカルタは20日（土）の行事に
使いますので持ち帰れません
申し込み 当日午前10時から午後3時ま
で

期日 平成19年1月13日（土）
時間 午前10時開始
対象 18歳以上
定員 30人（先着順）
内容 「ミュージック・フォー・チルド
レン」による朗読の講座です
申し込み 平成19年1月4日（木）から
直接または電話で

大声大会

第５回こども陶芸教室

お正月遊び

お正月遊び

たこ作り

冬の星座と天体観望会

プラネタリウム

大きなカルタ作り

大人のための読み語り講座

しめなわ作り

オリジナルパズル作り

読み聞かせ

わいわいクラブ～しめなわ作り～
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月の�1 各種相談�各種相談�年始の休み（1日～3日）にご注意ください�

児 童 家 庭 相 談 �

《本庁会場》�

児童家庭課�
（内線2117）�
�

《児童館会場》�

児童センター�
蕁23－6463��
赤堀あさひ児童館�
蕁63－1616��
境児童センター�
蕁70－6100��
きく児童館�
蕁61－0600

母 子 相 談 �

児童家庭課�
（内線2116）�

教 育 相 談 �

教育研究所�
蕁30－1234

税 務 相 談 �

市民税課�
（内線2231）�

年 金 相 談 �

境支所住民課�
蕁74－0237

農 地 相 談 �

農業委員会事務局�
（内線3456）�

就業相談（内職相談）�
商工労働課�
（内線3334）�

青 少 年 相 談 �
青少年指導センター�
蕁23－8080�
　23－8039

創業と経営の無料相談�
商工労働課�
（内線3333）�
伊勢崎商工会議所�
蕁24－2211

《本庁会場》�

期日　月曜日から金曜日まで�
　※祝日は除きます�

時間　午前８時30分～午後５時15分�
会場　本庁本館１階家庭児童相談室�
　　 （児童家庭課）�

《児童館会場》�

期日・会場�
●10日（水）＝赤堀あさひ児童館�

●17日（水）＝境児童センター�

●24日（水）＝きく児童館�

●31日（水）＝児童センター�

時間　午前10時～午後１時�
　※12月27日（水）のきく児童館で�

　の相談は都合によりお休みします�

人権法律行政相談�
《本庁会場》�

人権課（内線2123）�
�
《支所会場》�

赤堀支所庶務課�
蕁62－9790�
�
あずま支所庶務課�
蕁62－9904�
�
境支所庶務課�
蕁74－0084

期日・会場　�
11日（木）＝あずま支所２階小会議室�

18日（木）＝境支所２階第４・５会議室�

19日（金）＝本庁新館５階第１会議室�

25日（木）＝赤堀支所２階大会議室�

時間　午前10時～正午�
内容�
●人権相談（人権擁護委員）＝人権侵�

　害や日常の悩みごとなど�

●法律相談（弁護士）＝法律上の問題�

　（相続・離婚・金銭貸借）など�

●行政相談（行政相談委員）＝国・県・�

　市・郵政公社などに関する相談�

　※電話予約制です�

　※相談日の７日前から申し込みを受�

　け付けます（土・日・祝日は除きます）�

心 配 ご と 相 談 �

《社会福祉会館》�

社会福祉協議会�
蕁25－4546�
�
《赤堀保健福祉センター》�

社会福祉協議会赤堀支所�
蕁62－0066�
�
《高齢者生きがいセンター》�

社会福祉協議会あずま支所�
蕁20－2666�
�
《境地域福祉センター》�

社会福祉協議会境支所�
蕁74－5294

期日・会場　�
●月曜日＝社会福祉会館�

●火曜日＝赤堀保健福祉センター�

●水曜日＝高齢者生きがいセンター�

●金曜日＝境地域福祉センター�

　※祝日・第５水曜日は除きます�

時間　午後１時～４時�

期日　月・火・木・金曜日�
　※祝日は除きます�

時間　午前９時30分～午後４時15分�
会場　児童家庭課�

期日　火・金曜日�
　※祝日は除きます�

時間　午前９時30分～午後４時30分�
会場　本庁本館１階第１市民相談室�

消 費 生 活 相 談 �

消費生活センター�
蕁20－7300

期日　月曜日から金曜日まで�
　※祝日は除きます�

時間　午前９時～午後４時�
内容　悪質商法・契約トラブルなどの�
　消費生活に関する相談�

結 婚 相 談 �

社会福祉協議会�
蕁25－4546

期日　金曜日・第１日曜日�
　※祝日は除きます�

時間　午後１時～４時�
会場　社会福祉会館�

高年齢者職業相談�
高年齢者職業相談室�
蕁23－4794

期日　月曜日から金曜日まで�
　※祝日は除きます�

時間　午前８時30分～午後５時�
会場　社会福祉会館�
内容　おおむね55歳以上の人を対象�
　とした職業相談と職業紹介�

期日　18日（木）�
時間　午前10時～午後４時�
会場　本庁本館１階第１市民相談室�

期日　月曜日から金曜日まで�
　※祝日は除きます�

時間　午後１時～５時�
対象　青少年と保護者�

期日　月曜日から金曜日まで�
　※祝日は除きます�

時間　午前９時～午後５時�
会場　教育研究所�

相談はお休みします。�

次回は４月の予定です�

期日　10日（水）�
時間　午前10時～午後３時�
会場　境支所会議用庁舎�

期日　水曜日�
　※祝日は除きます�

時間　午前８時30分～午後４時�
会場　農業委員会事務局�
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ふ
く
し
プ
ラ
ザ

●
平
成
19
年
１
月
18
日
（
木
）
＝

境
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
２
時
〜
３
時

※
予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

内
容

専
門
医
に
よ
る
心
の
健
康

に
関
す
る
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
へ

※
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

期
日
・
会
場

●
平
成
19
年
１
月
12
日
（
金
）
＝

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー

●
平
成
19
年
１
月
19
日
（
金
）
＝

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

対
象

４
か
月
児
健
康
診
査
が
済

ん
だ
乳
児

内
容

初
期
を
中
心
と
し
た
手
軽

な
メ
ニ
ュ
ー
の
実
習

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
お

ぶ
い
ひ
も
・
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
へ

郵
送
さ
れ
た
受
診
券
と
問
診
票

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

●
平
成
19
年
１
月
15
日
（
月
）
・

19
日
（
金
）
・
22
日
（
月
）
＝
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
平
成
19
年
１
月
16
日
（
火
）
・

17
日
（
水
）
＝
南
公
民
館

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
19
年
３
月
31
日
現

在
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診（
一
方
だ
け
は
不
可
）

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、
０

０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
医
療
受
給
者

証
取
得
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
平
成
19
年
１
月
10
日
（
水
）
＝

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
（
蕁
（25）

５
０
６
６
）

●
平
成
19
年
１
月
12
日
（
金
）
＝

・

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

離

乳

食

講

習

会

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

平成19年1月の乳幼児健康診査・健康相談�
10か月児�
健康相談�

4か月児�
健康診査�

1歳6か月児�
健康診査�

3歳児�
健康診査�

2歳3か月児�
歯科健康診査�

26日�
29日�
31日�

19日�

30日�

平成18年3月生まれ�

午前9時30分～�
    10時30分�

問診�
絵本のプレゼント�
身長体重測定�
育児相談�
歯科相談�
食事の話�

母子健康手帳�母子健康手帳�母子健康手帳�
家で使っている歯ブラシ�
タオル�

母子健康手帳�
家で使っている歯ブラシ�
タオル�

母子健康手帳�
郵送された問診票�
�
尿を入れたビニール袋�
家で使っている歯ブラシ�

問診�
身長体重測定�
診察�
�
育児相談�
離乳食の話�

問診�
身長体重測定�
診察�
�
歯科相談�
※希望者にフッ素塗布�

食事の話�
育児相談�

問診�
尿検査�
身長体重測定�
診察�
�
歯科相談�
※希望者にフッ素塗布�

食事の話�
育児相談�

問診�
食事の話�
診察（歯科）�
歯科相談�
※希望者にフッ素塗布�

�
※個別育児・�
　栄養相談も�
　できます�

午後1時～�
　　2時30分�午後1時～2時�

平成18年9月生まれ�平成17年6月生まれ�平成15年12月生まれ�平成16年10月生まれ�

健管A�

健管B�

赤  堀�

東�

境�

（金）�
（月）�
（水）�

（金）�

（火）�

23日�
24日�
30日�

25日�

31日�

（火）�
（水）�
（火）�

（木）�

（水）�

11日�
12日�
10日�

16日�

9日�

（木）�
（金）�
（水）�

（火）�

（火）�

16日�
17日�
9日�

11日�

19日�

（火）�
（水）�
（火）�

（木）�

（金）�

18日�（木）�

　25日�（木）�
期
日
・
会
場�

持
参
す
る
も
の�

内
　
　
　
容�

対　象�

受　付�

（小児科・整形外科）�
�

（内科・歯科）�
（内科・歯科）�

（目と耳のアンケート）�

25日（木）健康管理�
　　　  センターへ�

18日（木）赤堀保健福祉�
　　　    センターへ�

※受付に母子健康手帳を置いて順番をとることはできません�
※健康管理センターA日程の4か月健診および1歳6か月健診はスペイン語・ポルトガル�
語の通訳がいます�

●健管A（健康管理センターA）…北地区（華蔵寺町以外）・南地区・殖蓮地区（東本町）・茂呂地区�
 （北・南千木町以外）・三郷地区（波志江町三丁目・安堀町・太田町）・宮郷地区（宮子町）�
●健管B（健康管理センターB）…宮郷地区（宮子町以外）・名和地区（八斗島町以外）�
●赤堀（赤堀保健福祉センター）…赤堀地区・北地区（華蔵寺町）・殖蓮地区（三和町・本関町・�
　鹿島町）・三郷地区（波志江町一丁目・波志江町二丁目）�
●東（あずま保健センター）…東地区・殖蓮地区（上植木本町・豊城町・上諏訪町・日乃出町・　
　昭和町・宮前町・下植木町）�
●境（境保健センター）…境地区・茂呂地区（北・南千木町）・名和地区（八斗島町）・豊受地区�

【混雑しないようにお住まいの町内により、下記のように健診会場を設定しています】�



60
歳
以
上
の
人

参
加
料

無
料

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

病
気
や
外
傷
、
そ
の
ほ
か
の
原

因
で
治
療
終
了
後
も
身
体
の
機
能

に
支
障
の
あ
る
人
や
介
護
し
て
い

る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３

時※
祝
日
・
休
館
日
は
除
き
ま
す

会
場

機
能
訓
練
室
ほ
か

内
容

運
動
の
仕
方
や
生
活
の
工

夫
、
介
助
の
方
法
な
ど
、
リ
ハ
ビ

リ
に
関
す
る
相
談
に
理
学
療
法
士

が
応
じ
ま
す

今
月
の
休
館
日

19
日
・
26
日
の
火
曜
日
と
23
日
（
祝
）

※
28
日
（
木
）
は
館
内
整
理
の
た

め
施
設
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

１
月
の
休
館
日

９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
の
火

曜
日
と
８
日
（
祝
）

※
４
日
（
木
）
は
館
内
整
理
の
た

め
施
設
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

年
末
年
始
の
休
館
日

29
日
（
金
）
か
ら
平
成
19
年
１
月

３
日
（
水
）
ま
で

接
種
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

接
種
方
法

経け
い

皮ひ

接
種
で
腕
に
ワ

ク
チ
ン
を
滴て

き

下か

し
、
管
針
で
２
か

所
押
し
付
け
ま
す（
１
回
で
終
了
）

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

予
診
票

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
平
成
19
年
１
月
12
日
（
金
）
＝

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
平
成
19
年
１
月
17
日
（
水
）
＝

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
放
時
間

午
前
９
時
〜
11
時

内
容

自
由
遊
び
と
手
遊
び
な
ど

問
い
合
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ

期
日
・
会
場

●
平
成
19
年
１
月
15
日
（
月
）
＝

境
保
健
セ
ン
タ
ー

●
平
成
19
年
１
月
23
日
（
火
）
＝

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
電
話
予
約
制
で
す

相
談
内
容

言
葉
が
遅
い
・
発
達

が
ゆ
っ
く
り
・
落
ち
着
き
が
な
い

お
友
だ
ち
と
遊
べ
な
い
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
へ

期
日

平
成
19
年
１
月
９
日（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

医
師
の
ほ
か
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
生
活
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

日
程

左
表
の
と
お
り

対
象

平
成
18
年
９
月
生
ま
れ
お

よ
び
接
種
当
日
に
満
３
か
月
以
上

６
か
月
未
満
で
未
接
種
の
乳
児

※
満
６
か
月
以
上
１
歳
未
満
で
未

23

赤

ち

ゃ

ん

広

場

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

期
日

平
成
19
年
１
月
11
日
･
25

日
の
木
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分会
場

３
階
健
康
相
談
室

※
体
脂
肪
・
血
糖
値
の
測
定
も
行

い
ま
す

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

期
日

平
成
19
年
１
月
11
日
･
18

日
･
25
日
の
木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

３
階
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話

（26）
７
７
４
４

気
軽
に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。

期
日
・
内
容

11
日
（
木
）
卓
球

15
日
（
月
）
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン

グ18
日
（
木
）
卓
球

25
日
（
木
）
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象

市
内
に
在
住
の
お
お
む
ね

・ ・

期日　平成19年1月23日（火）�
時間　午前9時30分～正午�
会場　境支所�
　※全血献血（200ml・400ml）だけとなります�
問い合わせ　境支所福祉課（　74－0368）�

N

伊勢崎�
興陽高校�至前橋・高崎�

上泉町�

至太田�

市役所�

伊勢崎清明高校�

GS

上水道水源地�

広瀬川�

伊勢崎佐波�
歯科医師会（3階）�
休日歯科診療所�

社会福祉会館�

競運橋�

休日歯科診療所�
会場　社会福祉会館3階（上泉町）�
診療時間　午前10時～正午�
　　　　　午後1時～3時�
　※受け付けは午後2時30分まで�
問い合わせ�
　伊勢崎佐波歯科医師会�
　（　23ー2772）�

献血にご協力ください�

1
月
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
相
談

リ
ハ
ビ
リ
相
談

お
と
し
よ
り
な
ん
で
も
相
談

定
期
予
防
接
種
（
B
C
G
接
種
）

お
ひ
さ
ま
発
達
相
談

（

乳

幼

児

発

達

相

談

）

期　　日� 会　　場� 該当地区� 受付時間�
BCG予防接種の日程表�

平成19年�
1月10日（水）�

平成19年�
1月17日（水）�

健康管理センター�

あずま�
保健センター�

午後1時�
　～2時�

※1月は赤堀保健福祉センター・境保健センターでの予防接種はありません。�
該当者は、いずれの会場でも接種可能です�

�
�
�
乳幼児健診と同じ�
（22ページを参照）�
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伊勢崎商業�
高等学校�
伊勢崎商業�
高等学校�

三郷公民館�三郷公民館�

両
毛
線
�

三郷幼稚園�三郷幼稚園�

三郷小学校�三郷小学校�

石
井
病
院�

新宿の変型板碑�

お富士山�
古墳� お富士山古墳所在�

長持形石棺�

お富士山西停留所�

あらじゅく停留所�
今回は市営バスふれあい北循環の停留所

「お富士山西」周辺を紹介します。

お富士山古墳
5世紀中ごろに築造された全長125mの前

方後円墳です。3段築造の墳丘、葺
ふき

石
いし

、大型
円筒埴輪の配列が確認されています。市の史
跡に指定されています。

お富士山古墳所在長
なが

持
もち

形
がた

石
せっ

棺
かん

お富士山古墳の後円部頂上に置かれていま
す。砂岩製で、全長285cm、幅121cm、
重さ約6.8t。県内で長持形石棺が確認されて
いるのは、このほかに太田市の天神山古墳だ
けです。県の重要文化財に指定されています。

新
あら

宿
じゅく

の変形板
いた

碑
び

最寄りの停留所はふれあい北循環の「あら
じゅく」。明応2（1493）年に建てられた板
碑で、塔身の高さは93cm。胎

たい

蔵
ぞう

界
かい

の大日如
来を表す梵

ぼん

字
じ

と蓮
れん

華
げ

座
ざ

が刻まれています。市
の重要文化財に指定されています。新宿の変形板碑

お富士山古墳所在長持形石棺

お
富
士
山
古
墳

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会

の
多
い
時
期
で
す
。

忘
年
会
は
、
１
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
忘
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な

１
年
に
向
け
て
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
た
め
に
行
う
年
中
行
事
の
よ

う
な
も
の
。
し
か
し
、「
飲
酒
運

転
は
し
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持

ち
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
は
、
自
分
自
身
の
甘

え
が
招
く
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
犯
罪
で
す
。
た
と
え
一
口
で
も

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
し
）

12/20 蘆 21 蘆 22 蘆 23 蘆 24
12/26 蘆 27 蘆 28
12/29 蘆 30 蘆 31

1/2 蘆 3 蘆 4 蘆 5平成19年�

　第21回スーパースター王座決定戦（川口）�

◆第26回報知杯争奪戦�

◆【場外発売】埼玉県営第4回2節（川口）�

◆ボルボ　グンマ・オート杯争奪戦�

◆【場外発売】スーパースターフェスタ2006 SG


